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　９月定例会を９月４日から10月３日までの30日
間にわたって開催しました。本定例会では、市長
から平成29年度一般会計補正予算など28議案が提
出され、21議案は全会一致、７議案は賛成多数で
原案のとおり可決・同意しました。
　なお、平成28年度歳入歳出決算関連の５議案に
ついては、決算審査特別委員会を設置し、総括質
疑、分科会での審査を経て２議案は全会一致、３
議案は賛成多数で認定しました。
　また、一般質問には、26人の議員が登壇し、活
発な議論が展開されました。
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平成28年度決算を認定しました ……………………
鳥取市議会Talk Cafe（トークカフェ）を開催しました …

議会に関するご意見・お問い合わせ
鳥取市議会事務局 〒680−8571　鳥取市尚徳町 116番地　TEL（0857）20−3343　FAX（0857）20−3049

E-mail:gikai@city.tottori.lg.jp

表紙作品を募集しています。  詳しくは P16をご覧ください。

（鳥取市　 ペンネーム かぴさん　提供）

スマートフォン・タブレット
から過去の議会だよりを
ご覧いただけます

星　取　県
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　市議会は、市政が正しく運営されているかをチェックする
役割や、市民の声を反映させて政策を提案する役割を担って
います。
　また、市政を進めるうえで必要なお金の使い方（予算）の
決定など重要な事項を決定する「議決権」が与えられており、
議決されてはじめて予算等が実行されます。
　９月定例会では、平成28年度予算が
正しく使われたかどうか（決算）の審
査を詳細に行った結果、２議案を全会
一致、３議案を賛成多数で原案のとお
り認定しました。
※決算に関する議決結果は14 ～15
頁に掲載しています。

平成28年度決算を認定しました

平成28年度の主な事業の成果
◆人材誘致・定住促進対策事業費（5506万円）
鳥取市移住定住交流ガーデンを設置し、移住定住コンシェルジュ３名、相談員６名、合計９名の相談
員により移住定住促進が図られました。	
◆小児特別医療助成費（6億5034万円）
　小児特別医療助成の対象者が中学生から高校生までに拡充され、242,863件の助成が行われました。
◆特別支援教育支援員配置事業費（5354万円）
　特別支援教育支援員の配置により学級全体の精神的安定、授業や学級経営の円滑な運営が図られました。
◆気高道の駅（仮称）整備事業費（2443万円）
　平成30年度完成予定で、平成28年度は基本設計、地質調査などが行われました。
◆新庁舎整備事業費（1億358万円）
平成31年度の開庁を目指し、新本庁舎建設の基本設計を取りまとめるとともに、建設予定地の地下水
のモニタリング調査、地質調査などが実施されました。

平成28年度決算

一般会計　 歳入 969億7007万円 　歳出 955億6618億円
特別会計、企業会計の決算を認定　　

市民税
固定資産税など
231億円
(23.9%)

自主
財源
(41.4%)依存

財源
(58.6%)

保育園や健診
などの負担金
10億803万円

(1.0%)

住民票証明手数料
施設使用料など

15億7041万円(1.6%)

貸付金収入など
144億5183万円

(14.9%)

地方交付税
236億7627万円

(24.4%)

国や県からの
補助金など

192億989万円
(19.9%)

市の借金
94億5307万円

(9.7%)

譲与税交付金など
44億7488万円(4.6%)

歳入歳入

人件費
職員給、退職手当など
120億6122万円

(12.6%)

公債費
借金の返済

98億9928万円
(10.4%)

義務的
経費
(43.2%)

投資的
経費
(9.7%)

消費的
経費
(26.9%)

その他の
経費
(20.2%)

扶助費
児童手当や医療費補助など
193億361万円

(20.2%)

普通建設事業費
道路や市営住宅の整備など
92億8083万円(9.7%)

物件費
光熱水費、印刷代など
107億3104万円

(11.2%)

補助費等
補助金など

139億8948万円
(14.6%)

維持補修費
施設の修繕費など
10億8237万円

(1.1%)

繰出金
特別会計への繰出金
75億2780万円

(7.9%)

貸付金等
積立金・貸付金

116億9055万円
(12.3%)

歳出

決算審査特別委員会採決の様子

会計名 歳　入 対前年度比 歳　出 対前年度比

一般会計 969億7007万円 1.2％ 955億6618万円 1.8％

特別会計（16会計） 451億8954万円 0.9％ 431億7601万円 ▲1.3％

企業会計（４会計） 267億0796万円 ▲2.2％ 311億6496万円 ▲0.3％

平成28年度各会計の決算状況

歳入 969億7007万円 一般会計の内訳 歳出 955億6618万円

とっとり市議会だより No.1793

決算審査特別委員会報告
（委員長　山田延孝　　副委員長　勝田鮮二）

　平成28年度決算について、決算審査特別委員会（議会選出の監査委員を除く全議員で構成）
を設置し、詳細な審査を行いました。委員会報告の要旨について抜粋して掲載します。

◆総合防災対策事業費について
　異常気象等の影響と思われる度重なる災害に備
え、鳥取市防災会議をはじめとした防災への取り
組みや、鳥取市防災の日の防災訓練の実施、総合
防災マップを刷新し、市民に配布を行うなど、市
民の防災意識の向上に努力されていることは、高
く評価する。しかしながら、さらなる防災対策の
向上を図るためには、行政だけではなく、自主防
災会をはじめ市民個人の防災意識を高める取り組
みを強める必要があると考える。
　今後は、自主防災会と協力し、総合防災マップ
を活用した訓練や、避難所の管理者と町内会が合
同で行う訓練などを通じて、市民の防災意識の向
上に努められるよう望む。

◆重度障害者医療助成費をはじめとする
　特別医療費助成事業について
　これらは、県と県内市町村の共同事業として実
施している事業にもかかわらず、市町村の国民健
康保険が国から受けている国庫支出金の減額措置
に対して、これまで県は国に廃止を要望している
ことを理由に減額影響に対する財政負担を行って
いない。平成30年度から県が国民健康保険の財政
責任を担うことになる。県は特別医療費助成の共
同実施者の立場として、あるいは国民健康保険の
財政責任主体の立場として、この減額分に対する
負担を行わない正当な理由はない。
　来年度の国民健康保険の都道府県化に向け、引
き続き県に対して応分の負担を行うよう強く要望
していくことを求める。

◆防災教育を中心とした
　実践的安全教育総合支援事業費について
　この事業は国の予算を活用し平成28年度実施さ
れた単年度事業である。各学校では、日ごろより
防災教育・訓練について実施しているとのことで
あるが、子どもたちが防災教育を受け、みずから
の命を守ることのできるような実践的な教育は、
ますます必要となっている。
　今後は、防災教育と総合防災訓練とを連携させ
た、次元の高い防災・防犯の意識を高める事業に
発展させていくべきと考える。
　ついては、必要な予算を計上して来年度以降も
本市として防災教育を進めるよう求める。

◆学校維持補修費について
　近年、地球温暖化で夏の気温が上昇している
中、教室の空調の設置については中学校３年生の
みとなっている。校舎の耐震化も進み教育環境の
充実が図られてきたところであるが、今後は、小

学校を含む全教室への空調の設置について検討を
求める。

◆水道事業及び下水道等事業について
　平成28年度の水道料金収入状況は、現年度分、
過年度分あわせて99.7％と高い水準にあるが、今
後、料金改定に伴い未収金が増えることが予測さ
れる。
　一方、下水道料金の収入状況は、現年度分は
98.0％、過年度分は21.8％となっており、これら
現年度分、過年度分合わせた未収金額は250,044
千円と多額になっている。また、徴収できなくな
り、平成28年度に不納欠損となった未収金は、
23,378千円に上る。
　料金徴収については、市民間の公平を確保する
ため、いかに徴収率を向上させていくかというこ
とが問われている。水道料金は私債権であり、下
水道料金は強制徴収が可能な公債権という根本的
に性格を異にするものではあるが、どちらも水の
使用によって発生しているものである。徴収率向
上のため、水道と下水道の情報共有をし、将来を
見据え、水道料金と下水道料金の徴収体制及び徴
収方法の合理化を検討するなど職員体制の強化に
取り組んでいただくよう望む。

◆庁舎整備事業について
　庁舎整備事業については、新庁舎建設委員会
や、鳥取市新本庁舎建設工事発注方法等検討委員
会、鳥取市新庁舎建設基本設計市民ワークショッ
プなどから多くの意見をいただきながら進められ
ている。専門家や市民との協議や、これまでの市
議会の新庁舎建設に関する調査特別委員会の、で
きるかぎり地元業者へ発注するなどの議論を踏ま
えて進められており、事業が大きく前進したこと
は評価するものである。
　引き続き、市民にわかりやすく丁寧な情報提供
に努め、説明責任をしっかり果たしながら、平成
31年度の開庁に向けて事業を進めていただくよう
要望する。

決算審査特別委員会報告

市民税
固定資産税など
231億円
(23.9%)

自主
財源
(41.4%)依存

財源
(58.6%)

保育園や健診
などの負担金
10億803万円

(1.0%)

住民票証明手数料
施設使用料など

15億7041万円(1.6%)

貸付金収入など
144億5183万円

(14.9%)

地方交付税
236億7627万円

(24.4%)

国や県からの
補助金など

192億989万円
(19.9%)

市の借金
94億5307万円

(9.7%)

譲与税交付金など
44億7488万円(4.6%)

歳入歳入

審査結果を報告する山田延孝委員長
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　市議会は、市政が正しく運営されているかをチェックする
役割や、市民の声を反映させて政策を提案する役割を担って
います。
　また、市政を進めるうえで必要なお金の使い方（予算）の
決定など重要な事項を決定する「議決権」が与えられており、
議決されてはじめて予算等が実行されます。
　９月定例会では、平成28年度予算が
正しく使われたかどうか（決算）の審
査を詳細に行った結果、２議案を全会
一致、３議案を賛成多数で原案のとお
り認定しました。
※決算に関する議決結果は14 ～15
頁に掲載しています。

平成28年度決算を認定しました

平成28年度の主な事業の成果
◆人材誘致・定住促進対策事業費（5506万円）
鳥取市移住定住交流ガーデンを設置し、移住定住コンシェルジュ３名、相談員６名、合計９名の相談

員により移住定住促進が図られました。	
◆小児特別医療助成費（6億5034万円）
　小児特別医療助成の対象者が中学生から高校生までに拡充され、242,863件の助成が行われました。

◆特別支援教育支援員配置事業費（5354万円）
　特別支援教育支援員の配置により学級全体の精神的安定、授業や学級経営の円滑な運営が図られました。

◆気高道の駅（仮称）整備事業費（2443万円）
　平成30年度完成予定で、平成28年度は基本設計、地質調査などが行われました。

◆新庁舎整備事業費（1億358万円）
平成31年度の開庁を目指し、新本庁舎建設の基本設計を取りまとめるとともに、建設予定地の地下水

のモニタリング調査、地質調査などが実施されました。

平成28年度決算

一般会計　 歳入 969億7007万円 　歳出 955億6618億円
特別会計、企業会計の決算を認定　　

市民税
固定資産税など
231億円
(23.9%)

自主
財源
(41.4%)依存

財源
(58.6%)

保育園や健診
などの負担金
10億803万円

(1.0%)

住民票証明手数料
施設使用料など

15億7041万円(1.6%)

貸付金収入など
144億5183万円

(14.9%)

地方交付税
236億7627万円

(24.4%)

国や県からの
補助金など

192億989万円
(19.9%)

市の借金
94億5307万円

(9.7%)

譲与税交付金など
44億7488万円(4.6%)

歳入歳入

人件費
職員給、退職手当など
120億6122万円

(12.6%)

公債費
借金の返済

98億9928万円
(10.4%)

義務的
経費
(43.2%)

投資的
経費
(9.7%)

消費的
経費
(26.9%)

その他の
経費
(20.2%)

扶助費
児童手当や医療費補助など
193億361万円

(20.2%)

普通建設事業費
道路や市営住宅の整備など
92億8083万円(9.7%)

物件費
光熱水費、印刷代など
107億3104万円

(11.2%)

補助費等
補助金など

139億8948万円
(14.6%)

維持補修費
施設の修繕費など
10億8237万円

(1.1%)

繰出金
特別会計への繰出金
75億2780万円

(7.9%)

貸付金等
積立金・貸付金

116億9055万円
(12.3%)

歳出

決算審査特別委員会採決の様子

会計名 歳　入 対前年度比 歳　出 対前年度比

一般会計 969億7007万円 1.2％ 955億6618万円 1.8％

特別会計（16会計） 451億8954万円 0.9％ 431億7601万円 ▲1.3％

企業会計（４会計） 267億0796万円 ▲2.2％ 311億6496万円 ▲0.3％

平成28年度各会計の決算状況

歳入 969億7007万円 一般会計の内訳 歳出 955億6618万円
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決算審査特別委員会報告
（委員長　山田延孝　　副委員長　勝田鮮二）

　平成28年度決算について、決算審査特別委員会（議会選出の監査委員を除く全議員で構成）
を設置し、詳細な審査を行いました。委員会報告の要旨について抜粋して掲載します。

◆総合防災対策事業費について
　異常気象等の影響と思われる度重なる災害に備
え、鳥取市防災会議をはじめとした防災への取り
組みや、鳥取市防災の日の防災訓練の実施、総合
防災マップを刷新し、市民に配布を行うなど、市
民の防災意識の向上に努力されていることは、高
く評価する。しかしながら、さらなる防災対策の
向上を図るためには、行政だけではなく、自主防
災会をはじめ市民個人の防災意識を高める取り組
みを強める必要があると考える。
　今後は、自主防災会と協力し、総合防災マップ
を活用した訓練や、避難所の管理者と町内会が合
同で行う訓練などを通じて、市民の防災意識の向
上に努められるよう望む。

◆重度障害者医療助成費をはじめとする
　特別医療費助成事業について
　これらは、県と県内市町村の共同事業として実
施している事業にもかかわらず、市町村の国民健
康保険が国から受けている国庫支出金の減額措置
に対して、これまで県は国に廃止を要望している
ことを理由に減額影響に対する財政負担を行って
いない。平成30年度から県が国民健康保険の財政
責任を担うことになる。県は特別医療費助成の共
同実施者の立場として、あるいは国民健康保険の
財政責任主体の立場として、この減額分に対する
負担を行わない正当な理由はない。
　来年度の国民健康保険の都道府県化に向け、引
き続き県に対して応分の負担を行うよう強く要望
していくことを求める。

◆防災教育を中心とした
　実践的安全教育総合支援事業費について
　この事業は国の予算を活用し平成28年度実施さ
れた単年度事業である。各学校では、日ごろより
防災教育・訓練について実施しているとのことで
あるが、子どもたちが防災教育を受け、みずから
の命を守ることのできるような実践的な教育は、
ますます必要となっている。
　今後は、防災教育と総合防災訓練とを連携させ
た、次元の高い防災・防犯の意識を高める事業に
発展させていくべきと考える。
　ついては、必要な予算を計上して来年度以降も
本市として防災教育を進めるよう求める。

◆学校維持補修費について
　近年、地球温暖化で夏の気温が上昇している
中、教室の空調の設置については中学校３年生の
みとなっている。校舎の耐震化も進み教育環境の
充実が図られてきたところであるが、今後は、小

学校を含む全教室への空調の設置について検討を
求める。

◆水道事業及び下水道等事業について
　平成28年度の水道料金収入状況は、現年度分、
過年度分あわせて99.7％と高い水準にあるが、今
後、料金改定に伴い未収金が増えることが予測さ
れる。
　一方、下水道料金の収入状況は、現年度分は
98.0％、過年度分は21.8％となっており、これら
現年度分、過年度分合わせた未収金額は250,044
千円と多額になっている。また、徴収できなくな
り、平成28年度に不納欠損となった未収金は、
23,378千円に上る。
　料金徴収については、市民間の公平を確保する
ため、いかに徴収率を向上させていくかというこ
とが問われている。水道料金は私債権であり、下
水道料金は強制徴収が可能な公債権という根本的
に性格を異にするものではあるが、どちらも水の
使用によって発生しているものである。徴収率向
上のため、水道と下水道の情報共有をし、将来を
見据え、水道料金と下水道料金の徴収体制及び徴
収方法の合理化を検討するなど職員体制の強化に
取り組んでいただくよう望む。

◆庁舎整備事業について
　庁舎整備事業については、新庁舎建設委員会
や、鳥取市新本庁舎建設工事発注方法等検討委員
会、鳥取市新庁舎建設基本設計市民ワークショッ
プなどから多くの意見をいただきながら進められ
ている。専門家や市民との協議や、これまでの市
議会の新庁舎建設に関する調査特別委員会の、で
きるかぎり地元業者へ発注するなどの議論を踏ま
えて進められており、事業が大きく前進したこと
は評価するものである。
　引き続き、市民にわかりやすく丁寧な情報提供
に努め、説明責任をしっかり果たしながら、平成
31年度の開庁に向けて事業を進めていただくよう
要望する。

決算審査特別委員会報告

市民税
固定資産税など
231億円
(23.9%)

自主
財源
(41.4%)依存

財源
(58.6%)

保育園や健診
などの負担金
10億803万円

(1.0%)

住民票証明手数料
施設使用料など

15億7041万円(1.6%)

貸付金収入など
144億5183万円

(14.9%)

地方交付税
236億7627万円

(24.4%)

国や県からの
補助金など

192億989万円
(19.9%)

市の借金
94億5307万円

(9.7%)

譲与税交付金など
44億7488万円(4.6%)

歳入歳入

審査結果を報告する山田延孝委員長
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９月定例会

角
谷　

敏
男
（
共
産
党
）

水
道
料
金
大
幅
引
き

上
げ
問
題

上
杉　

栄
一
（
会
派
新
生
）

市
長
政
策
公
約
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問 

市
長
は
、
就
任
後
３

年
間
の
政
策
公
約
の
取
り

組
み
状
況
を
公
表
し
て
い

る
が
、
事
業
の
進
捗
状
況

と
評
価
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　

ま
た
、
市
長
の
任
期
も

あ
と
半
年
余
り
と
な
っ

た
。
本
市
は
、
昨
年
度
よ

り
第
⓾
次
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
鳥
取
市
総

合
計
画
に
掲
げ
る
５
つ
の

ま
ち
づ
く
り
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
も
、
来
年
３

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市

長
選
挙
に
向
け
て
の
市
長

の
決
意
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
市
長
就
任

後
３
年
間
の
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
と
し
て
は
、
企

業
誘
致
、
市
庁
舎

整
備
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
政
策
公

約
と
し
て
掲
げ
て

い
た
67
事
業
全
て

に
お
い
て
着
手
し
て
い

る
。
ま
た
、
事
業
の
評
価

と
し
て
は
、
36
の
事
業
で

目
標
と
す
る
指
標
を
達
成

し
て
お
り
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
残
り
31

事
業
に
お
い
て
も
順
調
に

進
捗
し
て
お
り
、
政
策
公

約
は
お
お
む
ね
順
調
に
成

果
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
期
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
御

支
持
が
い
た
だ
け
る
の
で

あ
れ
ば
、
引
き
続
き
市
政

運
営
に
当
た
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
先
頭
に
立
っ
て
市

政
の
諸
課
題
の
解
決
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

太
田　
　

緣
（
無
所
属
）

林
業
振
興
に
よ
り

治
山
治
水
の
向
上
を

問 

企
業
の
再
編
、
工
業

用
水
の
影
響
は
、
一
般
会

計
の
支
援
を
視
野
に
入
れ

て
水
道
料
金
の
引
き
下
げ

に
努
力
す
べ
き
と
考
え

る
。
過
去
に
浄
水
場
建
設

の
際
、
㉚
％
の
引
き
上
げ

幅
を
㉕
％
に
縮
小
し
た
こ

と
も
あ
る
。
市
長
の
英
断

を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
改
定

の
実
施
を
延
期
し
、
市
民

の
合
意
形
成
を
図
り
、
市

民
の
民
意
を
最
大
限
酌
み

取
る
こ
と
に
つ
い
て
市
長

の
所
見
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
出
し
は
、
地

方
公
営
企
業
法
で
定
め
る

負
担
区
分
の
趣
旨
を
鑑
み

て
判
断
し
て
い
く
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
が
、
市

問 

本
年
７
月
の
九
州
豪

雨
で
は
、
流
木
で
橋
が
流

さ
れ
る
な
ど
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
治
山
治
水

対
策
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
た
。

　

建
築
で
は
、
国
産
材
が

短
く
切
ら
れ
て
使
え
ず
、

輸
入
材
が
使
わ
れ
て
お

り
、
丸
太
で
も
製
材
で
も

利
用
価
値
は
あ
る
。
木
材

を
刻
ん
で
使
用
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
生
産
か
ら
販

売
ま
で
全
体
を
通
し
た
計

画
が
必
要
と
考
え
る
。
需

要
に
合
っ
た
伐
採
で
利
益

を
得
る
べ
く
地
形
に
適
し

た
作
業
道
・
索
道
を
整
備

し
、
林
業
を
推
進
す
る
こ

と
が
治
山
治
水
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
適
切
に
管

理
さ
れ
た
森
林
は
災
害
に

強
く
、
ま
た
水
源
涵
養
な

ど
の
多
面
的
な
機
能
の
発

揮
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
森
林
を

維
持
管
理
す
る
た
め
の
作

業
道
等
の
整
備
も
大
変
重

要
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
雨

水
を
集
め
な
い
構
造
や
切

土
・
盛
土
高
を
極
力
低
く

抑
え
る
な
ど
、
災
害
に
強

い
作
業
道
へ
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
間
伐
・
植
林
等
と
あ

わ
せ
て
総
合
的
に
支
援
等

を
行
い
、
森
林
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平成28年４月に策定された
第10次鳥取市総合計画　　

一般質問（各個質問）

民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
急

激
に
増
加
し
な
い
配
慮
は

最
大
限
考
え
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
正
４
年
に
始

ま
っ
た
本
市
の
近
代
水
道

事
業
は
、
先
人
た
ち
の
苦

労
に
よ
り
、
安
定
し
た
水

道
水
を
供
給
で
き
る
現
在

の
状
況
が
あ
る
。
歴
代
の

市
長
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
の
中
で
判
断
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回

の
改
正
案
も
、
地
方
公
営

企
業
法
、
地
方
財
政
の
さ

ま
ざ
ま
な
法
令
の
趣
旨
等

も
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
議
会
で
の
審
議
、

議
決
の
後
に
丁
寧
な
説
明

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

間伐などにより森林の適正な管理を

　

本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を

掲
載
し
ま
す
。

　

各
議
員
の
平
成
㉙
年
２
月
定
例
会
以
降
の
一
般

質
問
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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桑
田　

達
也
（
公
明
党
）

い
じ
め
防
止
と
不
登
校

対
策
を
強
化
す
べ
き
！

問 

本
市
の
不
登
校
児

童
・
生
徒
数
は
、
こ
こ
数

年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

い
じ
め
と
不
登
校
の
関
係

性
に
つ
い
て
、
現
状
を
ど

の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る

の
か
。
文
部
科
学
省
の
不

登
校
の
定
義
が
、
逆
に
い

じ
め
事
象
に
対
す
る
学
校

側
の
反
応
を
鈍
く
し
て
い

る
と
考
え
る
。

　

い
じ
め
問
題
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
市
長
、

教
育
長
に
問
う
。

答
（
教
育
長
）
い
じ
め

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
学
校
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
変
化
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
目
を
配
っ
て

把
握
に
努
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
い

じ
め
の
認
知
件
数
は
、
増

加
傾
向
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
も
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
人
間
関
係
づ
く
り

や
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い

態
度
の
育
成
、
児
童
・
生

徒
、
保
護
者
と
信
頼
関
係

を
築
き
、
組
織
的
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
し
て
い
る
。

（
人
権
政
策
監
）
学
校
に

限
ら
ず
、
人
権
相
談
に
対

し
個
別
の
対
応
や
地
域
に

出
か
け
る
な
ど
把
握
に
努

め
て
い
る
。
相
談
は
、
多

分
野
に
わ
た
っ
て
課
題
解

決
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

多
く
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
当
事
者
本
位

の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

【
解
説
】
不
登
校
の
定
義

　

文
部
科
学
省
で
は
、
不
登
校
の
定

義
を
「
何
ら
か
の
心
理
的
、
情
緒
的
、

身
体
的
あ
る
い
は
社
会
的
要
因
・
背

景
に
よ
り
、
登
校
し
な
い
あ
る
い
は

し
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

た
め
に
年
間
㉚
日
以
上
欠
席
し
た
者

の
う
ち
、
病
気
や
経
済
的
な
理
由
に

よ
る
者
を
除
い
た
も
の
」
と
し
て
い

る
。

勝
田　

鮮
二
（
結
）

別
居
中
の
児
童
手
当

の
支
給
に
つ
い
て

前
田　

伸
一
（
公
明
党
）

駟
馳
山
バ
イ
パ
ス
へ

新
た
な
Ｉ
Ｃ
を
！

問 

本
市
が
国
と
県
に
重

点
要
望
し
て
い
る
駟
馳
山

バ
イ
パ
ス
福
部
・
大
谷
間

の
新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
は
、
鳥
取
砂

丘
を
訪
れ
た
観
光
客
が
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
は

じ
め
と
す
る
他
の
主
要
観

光
地
へ
移
動
す
る
際
の
利

便
性
の
向
上
に
寄
与
し
、

ひ
い
て
は
鳥
取
因
幡
・
北

但
西
部
圏
域
の
観
光
入
込

客
数
８
０
０
万
人
の
達
成

に
つ
な
が
る
重
要
案
件
と

考
え
る
が
、
市
長
の
認
識

は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
新
設
を
要

望
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、

福
部
町
地
域
の
防
災
・
福

祉
等
の
充
実
な
ど
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
有
効
と

考
え
て
い
る
。
鳥
取
砂
丘

周
辺
の
渋
滞
対
策
、
観
光

振
興
や
周
遊
促
進
の
強
化

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
駟
馳
山
バ

イ
パ
ス
と
県
道
鳥
取
福
部

線
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

が
可
能
と
な
り
、
若
桜
町

か
ら
新
温
泉
町
な
ど
連
携

中
枢
都
市
間
の
移
動
が
円

滑
に
な
る
と
と
も
に
、
鳥

取
市
街
地
東
側
の
外
環
状

線
と
し
て
の
バ
イ
パ
ス
機

能
が
強
化
さ
れ
、
市
街
地

の
渋
滞
も
緩
和
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

ＩＣ設置でバイパス機能の強化が期待される駟馳山バイパス

問 

夫
が
家
を
出
て
妻
が

子
ど
も
３
人
を
育
て
て
い

る
が
、
児
童
手
当
は
夫
の

口
座
へ
振
り
込
ま
れ
、
妻

へ
渡
っ
て
い
な
い
事
例
が

あ
る
。
妻
は
市
の
窓
口
へ

出
向
き
相
談
し
て
い
る
。

児
童
手
当
法
第
１
条
に
児

童
を
養
育
し
て
い
る
も
の

に
支
給
す
る
こ
と
、
第
２

条
の
受
給
者
の
責
務
に
は

そ
の
趣
旨
に
従
っ
て
用
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
至
急
、

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が

市
長
の
所
見
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
本
市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
相
談
に
つ
い

て
内
容
を
伺
い
、
問
題
の

解
決
や
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
も
法
律
の
趣
旨

等
に
従
い
制
度
の
適
正
な

執
行
に
努
め
て
い
く
と
と

一般質問（各個質問）

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
つ
い
て
は

し
っ
か
り
と
対
応
し
、
児

童
手
当
の
支
給
が
本
市
の

次
世
代
、
次
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
や
か
な
成
長

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　

支
給
に
関
し
て
疑
義
が

あ
る
場
合
は
、
内
容
を
確

認
し
、
適
切
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
な
ど
、
市
民

に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
対
応
に
努
め
て
い

き
た
い
。
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る
。
ま
た
、
訪
問
調
査
に

よ
る
就
労
状
況
を
含
め
た

生
活
実
態
の
把
握
、
年
金

受
給
権
の
早
期
確
認
に
努

め
て
い
る
。

　

生
活
保
護
費
返
還
金
の

未
収
金
対
策
に
は
、
適
切

な
債
権
管
理
を
行
う
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

返
還
対
象
者
の
支
払
い
能

力
な
ど
に
配
慮
し
な
が

ら
、
支
払
督
促
や
滞
納
処

分
の
実
施
な
ど
も
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
公
共

料
金
等
に
か
か
る
他
の
徴

収
部
門
と
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
生
活
保
護
返
還

金
徴
収
事
務
の
人
員
体
制

強
化
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

寺
坂　

寛
夫
（
会
派
新
生
）

観
光
振
興
で
交
流
人

口
の
拡
大
を
！

問 

地
方
創
生
の
重
点
施

策
で
あ
り
、
重
要
と
な
る

観
光
振
興
で
交
流
人
口
拡

大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
関
西
情
報
発
信
拠

点
の
整
備
や
来
年
度
か
ら

の
鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館

の
指
定
管
理
者
の
変
更
な

ど
を
踏
ま
え
「
観
光
鳥

取
」
の
広
報
宣
伝
の
強
化

も
必
要
だ
が
、
今
後
の
観

光
振
興
へ
の
展
開
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
来
年
度
、

因
幡
・
北
但
西
部
１
市
６

町
の
広
域
観
光
を
牽
引
す

る
Ｄ※

Ｍ
Ｏ
の
設
立
を
目
指

し
て
い
る
。
観
光
産
業
に

か
か
わ
る
幅
広
い
団
体
な

ど
の
参
画
の
も
と
に
、
国

内
観
光
客
の
み
な
ら
ず
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
各
地

域
の
連
携
と
効
果
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
を
通

し
、
よ
り
密
着
し
た
着
地

型
の
観
光
商
品
の
造
成

や
、
地
元
観
光
素
材
の
開

発
・
磨
き
上
げ
が
有
効
に

で
き
、
さ
ら
に
は
観
光
関

係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
体
的
な
情
報
発
信
や
こ

の
圏
域
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
な
ど
、
魅
力
あ
る

滞
在
型
の
広
域
観
光
圏
づ

く
り
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ

た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と

し
て
、
観
光
事
業
者
、
地
域
住
民
、

行
政
な
ど
多
様
な
関
係
者
と
協
同
し

な
が
ら
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
い
た
戦
略
策
定
と
そ
の
実
施
の
た

め
の
調
整
機
能
を
備
え
た
法
人
。

田
村　

繁
已
（
公
明
党
）

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
つ
い
て

問 

本
市
の
学
校
ト
イ
レ

の
洋
式
化
率
は
㊱
・
６
％

で
あ
り
、
全
国
平
均
の

㊸
・
３
％
よ
り
や
や
低
い

状
況
で
あ
る
。
昨
年
の
文

部
科
学
省
の
調
査
で
は
、

ト
イ
レ
整
備
に
対
す
る
教

育
委
員
会
の
方
針
の
聞
き

取
り
の
結
果
、
和
便
器
よ

り
も
洋
便
器
を
多
く
設
置

す
る
方
針
が
全
体
の
約

�
％
で
あ
っ
た
。
洋
式
ト

イ
レ
の
設
置
率
は
、
ど
の

割
合
が
適
当
な
の
か
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
育
長
に
尋
ね
る
。

答
（
教
育
長
）
小
・
中

学
校
で
は
、
老
朽
化
に
伴

う
ト
イ
レ
改
修
の
際
に
、

洋
式
ト
イ
レ
へ
の
取
り
か

え
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
本
年
度
よ

り
、
さ
ら
に
洋
式
化
を
推

進
す
る
た
め
便
器
や
ブ
ー

ス
の
取
り
か
え
の
み
を
行

う
方
法
で
設
置
数
を
増
や

し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し

た
教
育
振
興
基
本
計
画
で

は
、
32
年
度
ま
で
の
５
カ

年
で
洋
式
便
器
の
割
合
が

５
割
以
上
の
学
校
数
を
12

校
か
ら
22
校
に
引
き
上
げ

る
目
標
を
立
て
て
お
り
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校

環
境
を
確
保
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
各
フ
ロ
ア

で
大
便
器
が
３
つ
あ
れ

ば
、
和
式
を
１
つ
残
し
て

洋
式
化
す
る
と
い
う
考
え

方
で
３
分
の
２
以
上
の
洋

式
化
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

洋式化された学校トイレ

生活保護業務を行う
生活福祉課　　　　

長
坂　

則
翁
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

生
活
保
護
費
の
不
正
受

給
防
止
対
策
に
つ
い
て

問 

生
活
保
護
法
の
目
的

は
日
本
国
憲
法
第
㉕
条
に

規
定
す
る
理
念
に
基
づ
き

「
最
低
限
度
の
生
活
保
障

と
自
立
を
助
長
す
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
本
市
で
も
発
生
し

て
い
る
収
入
の
無
申
告
等

の
不
正
受
給
額
は
、
す
で

に
１
億
円
を
突
破
し
て
お

り
、
生
活
保
護
制
度
に
対

す
る
国
民
の
信
頼
を
揺
る

が
す
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。
多
額
と
な
っ
て
い
る

未
収
金
の
縮
減
へ
向
け
て

適
切
な
債
権
管
理
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
専

門
の
人
員
を
配
置
す
る
な

ど
、
体
制
強
化
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
不
正
受
給

を
未
然
に
防
止
す
る
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
り
、
被

保
護
世
帯
に
対
し
て
、
収

入
申
告
の
必
要
性
と
義
務

に
つ
い
て
説
明
し
て
い

一般質問（各個質問）
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鳥取市・清洲市青少年交流事業の様子

ポケベル波の防災無線
（写真の提供は　　　　　　　
　東京テレメッセージ株式会社）

椋
田　

昇
一
（
無
所
属
）

ポ
ケ
ベ
ル
波
の
戸
別

受
信
機
導
入
を

問 

全
国
各
地
で
大
規
模

災
害
が
多
発
し
て
い
る
。

し
か
し
、
防
災
行
政
無
線

は
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で

は
地
形
や
気
象
条
件
な
ど

に
よ
り
聞
き
取
り
に
く
い

実
態
が
あ
る
。　

　

全
国
の
自
治
体
で
、
ポ

ケ
ベ
ル
波
に
よ
る
戸
別
受

信
機
の
設
置
が
広
が
っ
て

い
る
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
も

連
携
し
、
電
波
の
到
達
性

や
浸
透
力
に
す
ぐ
れ
、
従

前
の
戸
別
受
信
機
と
比

べ
、
格
安
な
う
え
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
の
対

象
に
も
な
る
。
こ
れ
を

使
っ
て
各
世
帯
へ
戸
別
受

信
機
の
設
置
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

答
（
市
長
）
ポ
ケ

ベ
ル
波
を
利
用
し
て

防
災
情
報
を
伝
達
す

る
た
め
に
は
、
ポ
ケ

ベ
ル
電
波
を
扱
う
こ

と
の
で
き
る
通
信
事

業
者
と
電
波
を
伝
達
す
る

基
地
局
が
必
要
と
な
る
。

鳥
取
県
に
は
、
現
在
、
事

業
者
と
基
地
局
が
な
い
た

め
、
設
備
投
資
が
必
要
で

あ
り
、
今
す
ぐ
活
用
で
き

る
状
態
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
全
国
の
自
治

体
で
は
、
ポ
ケ
ベ
ル
波
を

活
用
し
た
防
災
情
報
の
伝

達
を
導
入
し
て
い
る
事
例

も
あ
る
。
ま
ず
は
機
能

面
、
費
用
、
本
市
の
す
べ

て
の
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
で

き
る
電
波
か
と
い
っ
た
こ

と
を
他
の
手
法
と
も
比
較

し
な
が
ら
研
究
を
し
て
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

岡
田　

信
俊
（
会
派
新
生
）

韓
国
・
清チ

ョ
ン
ジ
ュ州
市
と
の

交
流
に
つ
い
て

秋
山　

智
博
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
に
つ
い
て

問 

本
市
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
域
で
生
み
出
し
地
域

で
活
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
推
進
し
て

い
る
。
本
市
も
出
資
し
て

設
立
さ
れ
た
株※

式
会
社
と

っ
と
り
市
民
電
力
の
取
り

組
み
状
況
と
今
後
の
支
援

策
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
、
民
間
の
発
電
事

業
者
を
増
や
す
た
め
、
市

民
等
か
ら
の
出
資
を
も
と

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
、
売
電
収
入
を

出
資
者
に
配
当
す
る
こ
と

で
域
内
の
経
済
を
循
環
さ

せ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

本
市
の
と※

っ
と
り
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

合
同
会
社
に
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

答
（
経
済
観
光
部
長
）

株
式
会
社
と
っ
と
り
市
民

電
力
の
平
成
28
年
度
の
契

約
件
数
・
年
間
販
売
電
力

量
は
、
と
も
に
計
画
を
上

回
る
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

（
市
長
）
本
年
４
月
時
点

で
１
０
３
の
市
有
施
設

が
、
と
っ
と
り
市
民
電
力

か
ら
電
力
供
給
を
受
け
て

い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
契

約
施
設
数
の
拡
大
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
紹
介
の
あ
っ
た
事

例
に
つ
い
て
、
と
っ
と
り

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
研
究
を
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。

※
株
式
会
社
と
っ
と
り
市
民
電
力

　
　
　
（
平
成
㉗
年
８
月
㉔
日
設
立
）

　

平
成
㉘
年
度
に
開
始
さ
れ
た
電
力

小
売
り
の
全
面
自
由
化
を
契
機
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進

め
、
新
し
い
地
域
経
済
の
成
長
戦
略

の
構
築
を
目
指
す
と
し
て
鳥
取
市
も

出
資
し
設
立
し
た
新
電
力
会
社
。

※
と
っ
と
り
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
合
同
会
社
（
平
成
㉗
年

⓬
月
１
日
設
立
）

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
電

源
開
発
を
中
心
に
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
立
ち
上
げ
支
援

等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
。
鳥
取
市
も
出
資
社
員
と
し
て
参

画
。

問 

本
年
７
月
、
本
市
に

お
い
て
、
鳥
取
市
・
清
州

市
青
少
年
交
流
事
業
を
開

催
し
、
両
市
の
男
子
中
学

生
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
試
合
や
清
州
市
小
・
中

学
生
に
よ
る
テ
コ
ン
ド
ー

や
日
本
の
剣
道
の
型
を
そ

れ
ぞ
れ
が
披
露
し
た
。

　

本
事
業
は
、
鳥
取
県
東

部
地
区
日
韓
親
善
協
会
と

清
州
国
際
交
流
会
が
友
好

提
携
を
締
結
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
実
現
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
事
業

に
対
す
る
市
長
の
所
見
を

尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
鳥
取
県
東

部
地
区
日
韓
親
善
協
会
と

清
州
国
際
交
流
会
の
青
少

年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
よ
う

に
、
民
間
団
体
の
皆
さ
ん

に
よ
る
国
際
交
流
が
活
発

に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
幅

広
い
市
民
の
交
流
促
進
に

も
寄
与
す
る
大
変
意
義
深

い
も
の
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

清
州
市
と
の
交
流
が
一
層

深
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
た
姉
妹
都
市
等
と
の

交
流
事
業
に
対
し
て
、
補

助
金
を
交
付
し
、
姉
妹
都

市
等
と
の
幅
広
い
草
の
根

交
流
の
裾
野
を
広
げ
る
活

動
を
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
、
参

加
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
協
力

し
て
い
き
た
い
。

一般質問（各個質問）
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星
見　

健
蔵
（
会
派
新
生
）

健
康
長
寿
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

伊
藤　

幾
子
（
共
産
党
）

待
機
児
童
は
認
可
保

育
所
で
対
応
す
べ
き

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を

問 

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
人
は
、
平
成
㉘
年
度

で
６
１
３
万
８
千
人
と
過

去
最
多
を
記
録
し
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
本
市
は

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
を
本
年
４
月

に
開
始
し
、
要
介
護
・
要

支
援
に
至
ら
な
い
元
気
な

高
齢
者
を
増
や
す
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
が
、
現

状
と
今
後
の
事
業
展
開
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
本
市
が
行

う
介
護
保
険
法
に
定
め
る

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
は
、
全
国
一

律
の
基
準
で
実
施
さ
れ
て

い
た
要
支
援
認
定
を
受
け

た
方
が
利
用
で
き
る
訪
問

介
護
と
通
所
介
護
を
、
本

市
が
定
め
た
基
準
に
よ
り

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

問 

今
年
度
は
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
に
お

け
る
支
援
事
業
計
画
の
中

間
見
直
し
の
時
期
と
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
新
定
義

に
よ
る
待
機
児
童
の
状
況

に
つ
い
て
尋
ね
る
。
ま

た
、
保
育
の
受
け
皿
の
確

保
に
は
認
可
保
育
所
を
増

や
し
て
対
応
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
現
在
、
本
市
の

小
規
模
保
育
事
業
所
は
全

て
Ａ
型
と
な
っ
て
い
る
。

計
画
の
中
間
見
直
し
に
当

た
っ
て
、
Ａ
型
で
の
開
設

と
す
る
よ
う
明
記
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

新
定
義
に
よ
る
待
機
児
童

の
状
況
は
、
本
年
４
月
時

点
で
は
、
待
機
児
童
は
な

い
が
、
10
月
時
点
で
は
、

昨
年
10
月
時
点
の
待
機
児

童
数
16
人
を
超
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問 

市
民
が
道
路
な
ど
の

異
常
を
ス
マ
ホ
で
撮
影

し
、
現
状
に
コ
メ
ン
ト
を

付
け
て
市
へ
送
信
す
る
と

地
図
上
に
表
示
さ
れ
、
担

当
者
は
、
現
場
に
行
く
こ

と
な
く
状
況
を
把
握
で
き

る
「
フ
ィ
ッ
ク
ス
マ
イ
ス

ト
リ
ー
ト
」
と
い
う
ア
プ

リ
が
あ
る
。
市
は
現
状
確

認
の
効
率
化
と
迅
速
な
対

応
が
で
き
、
市
民
は
自
分

の
投
稿
で
街
が
良
く
な
っ

て
い
く
実
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
活

用
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
本
市
は
、

市
民
参
画
に
よ
る
市
政
運

営
を
実
現
し
、
市
政
の
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
市
民
の
声
を
積

極
的
に
施
策
に
反
映
し
て

い
く
た
め
、
広
聴
機
能
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い

な
い
方
で
も
、
基
準
に
照

ら
し
て
介
護
予
防
や
生
活

支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ

た
方
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た

だ
け
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は

介
護
保
険
の
給
付
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
例
え

ば
床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
や

草
む
し
り
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
も
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
も

伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
る
。

（
市
長
）
本
市
と
し
て

は
、
中
途
入
所
で
受
け
入

れ
が
難
し
い
低
年
齢
児
の

受
け
入
れ
枠
を
増
や
す
こ

と
で
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
け
る
よ
う
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
事
業
参
入

を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
認
可
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
保
育

需
要
量
の
見
込
み
な
ど
を

見
極
め
な
が
ら
検
討
を
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

　

小
規
模
保
育
事
業
所
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
事
業

者
に
対
し
、
Ａ
型
で
の
開

設
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

【
解
説
】
小
規
模
保
育
事
業
の
事
業

　
　
　
　

類
型

　

定
員
６
人
～
⓳
人
ま
で
の
小
規
模

な
保
育
施
設
で
保
育
を
実
施
す
る
小

規
模
保
育
事
業
で
は
、
職
員
の
配
置

基
準
等
に
応
じ
て
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
、

Ｃ
型
の
３
類
型
で
実
施
さ
れ
る
。
Ａ

型
は
、
保
育
所
分
園
に
近
い
類
型
と

し
て
、
職
員
の
資
格
を
保
育
士
で
あ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
参
考
）
Ｂ
型
は
、
１／２
以
上
が
保
育

士
、
Ｃ
型
は
家
庭
的
保
育
者

て
は
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
効
果
的
な
行
政
運
営

を
行
う
一
つ
の
手
段
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
考
え
る
。
す
で

に
導
入
し
て
い
る
自
治
体

な
ど
の
状
況
も
参
考
に
し

て
、
迅
速
か
つ
正
確
で
公

平
な
対
応
が
実
現
可
能
で

あ
る
か
、
ま
た
運
用
方

法
、
費
用
面
等
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
で
研
究
を
行
っ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問（各個質問）

市民参画により道路の異常などの早期発見
が期待される　（写真は鉄板のめくれた橋）
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問 

ふ
る
さ
と
納
税
で
得

ら
れ
た
寄
附
金
は
、
通
常

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充
て

る
の
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材

育
成
、
小
・
中
学
校
の
全

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

な
ど
本
市
の
将
来
へ
の
投

資
に
活
用
し
て
は
ど
う
か

と
考
え
る
。
ま
た
、
寄
附

の
使
用
項
目
を
よ
り
具
体

化
す
る
な
ど
、
寄
附
者
の

意
思
を
尊
重
し
、
納
得
の

で
き
る
使
用
方
法
と
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
が
、
市
外
・
県
外

の
鳥
取
市
フ
ァ
ン
を
増
や

す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
現
在
に
お

い
て
も
寄
附
金
の
使
い
道

に
つ
い
て
は
、
鳥
取
砂
丘

の
保
全
、
教
育
・
福
祉
な

ど
の
６
つ
の
事
業
や
分
野

を
指
定
し
て
い
た
だ
け
る

問 

森
林
は
豊
か
な
自
然

と
美
し
い
景
観
を
育
み
、

水
源
の
涵
養
、
温
暖
化
防

止
効
果
な
ど
公
益
的
・
多

面
的
な
機
能
を
持
っ
て
い

る
。

　

こ
の
度
の
九
州
北
部
豪

雨
で
は
多
く
の
流
木
が
山

林
か
ら
流
出
し
、
下
流
部

の
集
落
へ
の
被
害
拡
大
に

繋
が
っ
た
。
森
林
整
備
が

適
切
に
行
わ
れ
、
間
伐
材

等
が
搬
出
さ
れ
て
い
れ
ば

被
害
は
軽
減
で
き
た
と
考

え
る
。
環
境
保
全
の
観
点

か
ら
森
林
整
備
に
つ
い
て

所
見
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
豪
雨
災
害

に
対
応
す
る
に
は
、
間
伐

な
ど
森
林
整
備
に
よ
り
森

林
の
も
つ
山
腹
崩
壊
防
止

機
能
を
高
め
る
こ
と
と
併

せ
、
ス※

リ
ッ
ト
ダ
ム
等
に

よ
っ
て
流
木
の
流
出
を
防

止
す
る
な
ど
の
対
策
を
組

み
合
わ
せ
な
が
ら
被
害
を

問 

こ
ど
も
食
堂
は
、
家

庭
、
学
校
以
外
の
子
ど
も

の
成
長
を
支
え
る
場
と
し

て
、
本
市
で
８
カ
所
が
運

営
さ
れ
て
い
る
。
本
年
３

月
に
策
定
さ
れ
た
「
鳥
取

市
子
ど
も
の
未
来
応
援
計

画
」
に
お
け
る
食
堂
設
置

の
目
的
、
平
成
㉝
年
度
ま

で
の
設
置
目
標
⓱
カ
所
の

根
拠
、
及
び
設
置
責
任
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
食
堂
に

対
す
る
財
政
的
支
援
の
考

え
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
人
権
政
策
監
）
本

市
の
こ
ど
も
食
堂
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域
住
民
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
が
自
発
的
に
運
営
、
実

施
主
体
と
な
り
活
動
し
て

お
り
、「
鳥
取
市
子
ど
も

の
未
来
応
援
計
画
」
の
中

で
、
社
会
的
つ
な
が
り
と

居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
位
置
づ
け
て

魚
﨑　
　

勇
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

西
村
紳
一
郎
（
会
派
新
生
）

集
中
豪
雨
災
害
対
策
と

森
林
整
備
に
つ
い
て

足
立　

考
史
（
無
所
属
）

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
・

こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
回
、
提
案
の
あ
っ
た

寄
附
金
の
使
い
道
を
よ
り

具
体
的
に
定
め
、
使
い
道

を
重
視
し
た
募
集
に
つ
い

て
の
有
用
性
に
つ
い
て
も

認
識
し
て
お
り
、
引
き
続

き
研
究
を
行
っ
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
解
説
】
寄
附
の
使
途
に
つ
い
て

　

本
市
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
申
し

込
む
際
に
は
、
寄
附
の
使
途
と
し
て
、

「
鳥
取
砂
丘
の
保
全
と
活
性
化
に
関

す
る
事
業
」
の
ほ
か
、
福
祉
、
教
育
、

青
少
年
育
成
、
文
化
振
興
、
地
域
振

興
な
ど
の
使
途
を
選
択
の
う
え
、
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

軽
減
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
従

来
か
ら
森
林
整
備
を
促
進

す
る
た
め
国
や
県
の
補
助

に
加
え
て
支
援
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

市
の
豊
か
な
環
境
を
保
全

し
て
い
く
た
め
に
も
林
業

振
興
の
た
め
に
も
、
引
き

続
き
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム

　
「
ス
リ
ッ
ト
（
す
き
間
）」
の
あ
る

砂
防
ダ
ム
。
水
を
通
す
た
め
土
石
流

や
流
木
対
策
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

い
る
。
ま
た
、
設
置
目
標

数
は
、
食
堂
が
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
生
活
圏
に
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

考
え
か
ら
本
市
の
中
学
校

区
数
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
市
長
）
こ
ど
も
食
堂
の

運
営
に
対
す
る
財
政
的
支

援
と
し
て
、
昨
年
、
鳥
取

県
が
創
設
し
た
補
助
金
を

活
用
し
、
立
ち
上
げ
や
運

営
に
対
し
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
補

助
金
は
平
成
30
年
度
に
終

了
す
る
た
め
、
制
度
の
延

長
を
県
に
要
望
し
て
い
く

と
と
も
に
、
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
本
市
と
し
て

独
自
に
支
援
す
る
と
い
う

判
断
も
必

要
で
あ
る

と
考
え
て

い
る
。

一般質問（各個質問）

観光客にふるさと納税のＰＲを行う様子

森林の整備により豊かな環境の保全を
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問 

市
民
体
育
館
の
建
設

予
定
地
が
あ
る
美
保
地
区

は
、
人
口
密
集
地
の
上
に

災
害
に
適
し
た
避
難
所
施

設
が
少
な
い
現
状
に
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
新

た
な
市
民
体
育
館
の
再
整

備
を
よ
い
機
会
と
捉
え
、

安
全
・
安
心
な
施
設
が
身

近
に
で
き
れ
ば
、
よ
り
多

く
の
地
域
住
民
の
避
難
拠

点
と
な
る
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
市

民
体
育
館
再
整
備
計
画
に

伴
い
災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
の
考
え
を
尋
ね
る
。

答
（
教
育
長
）
公
共
施

設
は
、
災
害
発
生
時
に
は

近
隣
住
民
の
避
難
所
と
し

て
の
役
割
を
担
う
こ
と
を

想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
現
在

の
市
民
体
育
館
は
、
大
規

模
な
公
共
施
設
で
あ
り
な

が
ら
、
耐
震
性
が
不
十
分

で
あ
り
、
洪
水
浸
水
想
定

問 

地
震
の
際
、
避
難
は

し
た
も
の
の
電
気
の
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
せ
な

か
っ
た
た
め
、
電
気
の
復

旧
し
た
際
に
大
火
事
が
発

生
し
た
と
い
う
事
例
が
あ

る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
い
う

装
置
が
あ
り
、
国
も
普
及

を
推
進
し
て
い
る
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
１

つ
３
，
０
０
０
円
程
度
の

安
価
に
設
置
で
き
る
も
の

も
あ
り
、
他
の
自
治
体
で

補
助
制
度
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
、
地
区
で
ま
と
め
て
整

備
す
る
際
に
支
援
し
て
は

ど
う
か
。

答
（
市
長
）
国
で
は
、

大
規
模
地
震
時
の
電
気
火

災
の
発
生
を
抑
制
す
る
た

め
、
平
成
27
年
に
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
等
の
性
能
評
価

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
作
成

し
、
平
成
28
年
３
月
に

問 

来
年
度
、
現
場
適
用

さ
れ
る
保
育
所
保
育
指
針

だ
が
、
改
定
指
針
の
１
つ

「
職
員
の
資
質
・
専
門
性

の
向
上
」
に
つ
い
て
、
本

市
の
取
り
組
み
姿
勢
の
点

検
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
場
保
育
の
質
向
上
や
、

よ
り
一
層
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
、
現
場
の
職
員
と
い

う
よ
り
、
む
し
ろ
リ
ー
ド

役
の
本
市
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
認
識
し
実
践
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
尋

ね
る
。

答
（
市
長
）
本
市
に
お

い
て
は
、
保
育
所
保
育
指

針
や
、
本
市
の
保
育
基
本

方
針
「
か
が
や
き
」
な
ど

に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
園
で
園
の
方
針
と
な
る

保
育
課
程
が
定
め
ら
れ
保

育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今

後
、
改
定
後
の
「
か
が
や

砂
田　

典
男
（
会
派
新
生
）

災
害
時
の
防
災
拠
点

に
つ
い
て

雲
坂　
　

衛
（
会
派
新
生
）

感※

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
支
援
に
つ
い
て

吉
野　

恭
介
（
会
派
新
生
）

保
育
指
針
改
定
し
て

も
保
育
の
質
確
保

区
域
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
災
害
の
種
類
に

よ
っ
て
は
避
難
所
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
新
た
な
市
民
体
育
館

は
十
分
な
耐
震
性
を
満
た

す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
備

蓄
品
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

や
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
電
気
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
を
考
慮

し
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
地
域
の
緊
急
的
な

避
難
所
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
の
で
き
る
施

設
と
し
て
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。新たな市民体育館では避難所の

機能も期待される　　　　　　

は
、
地
震
発
生
時
に
著
し

く
危
険
な
密
集
市
街
地
と

位
置
づ
け
た
全
国
41
市
区

町
村
１
９
７
地
区
の
住
宅

に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
を
勧
告
し
、
そ
れ
以
外

の
全
て
の
地
域
の
住
宅
な

ど
に
は
設
置
の
推
奨
を
し

て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
各
戸
に
設

置
す
る
た
め
の
直
接
の
助

成
制
度
は
な
い
が
、
自
主

防
災
会
と
し
て
整
備
す
る

場
合
に
は
、
防
災
資
機
材

整
備
補
助
金
も
活
用
い
た

だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
自
主
防
災
会
の
資
機

材
等
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

※
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

　

地
震
の
揺
れ
に
伴
う
電
気
機
器
か

ら
の
出
火
や
、
停
電
が
復
旧
し
た
時

に
発
生
す
る
電
気
火
災
の
対
策
と
し

て
、
地
震
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
電
気
を
止

め
る
ブ
レ
ー
カ
ー
の
こ
と
。

き
」
を
も
と
に
引
き
続
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
課
程
を

把
握
し
、
各
園
へ
の
訪
問

な
ど
で
保
育
士
支
援
、
指

導
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
毎
年
、
公
私
立
保
育

園
等
職
員
研
修
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
そ

れ
ぞ
れ
の
階
級
や
職
種
に

応
じ
て
専
門
性
を
高
め
、

必
要
な
知
識
・
技
術
を
習

得
で
き
る
よ
う
研
修
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
も
、
地
域
か

ら
信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い

保
育
を
提
供
し
て
い
け
る

よ
う
職
員
の
資
質
、
専
門

性
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問（各個質問）
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と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
後

任
の
な
い
医
師
の
異
動
あ

る
い
は
退
職
に
よ
り
、
呼

吸
器
内
科
、
呼
吸
器
外

科
、
消
化
器
内
科
等
の
医

師
が
不
足
し
、
外
来
及
び

入
院
患
者
が
減
少
し
た
こ

と
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。

　

本
年
４
月
に
は
、
消
化

器
内
科
医
１
名
が
増
員
と

な
っ
た
一
方
、
循
環
器
内

科
医
の
２
名
減
も
あ
り
、

本
年
度
も
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

今
後
、
新
鳥
取
市
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て

経
営
の

健
全
化

を
図
っ

て
い
き

た
い
と

考
え
て

い
る
。

問 

農
林
水
産
業
や
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
は
、

女
性
の
能
力
の
発
揮
を
一

層
促
進
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

女
性
が
勉
強
を
し
た

り
、
情
報
を
受
け
取
る
場

が
欲
し
い
と
の
声
や
異
業

種
で
の
女
性
の
集
ま
り
が

あ
れ
ば
、
活
発
な
意
見
交

換
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
の
声
を
聞
く
。
本
市

に
お
け
る
農
林
水
産
業
へ

の
女
性
の
参
画
促
進
に
向

け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
尋

ね
る
。

答
（
市
長
）
女
性
は
、

農
業
就
労
者
の
約
半
数
を

占
め
て
お
り
、
農
業
生
産

の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
本
市
の

第
３
次
鳥
取
市
男
女
共
同

参
画
か
が
や
き
プ
ラ
ン
に

お
い
て
も
農
業
に
お
け
る

女
性
の
能
力
発
揮
と
経
営

問 

介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
進
め
て
い
る
が
、
�
歳

以
上
の
在
宅
介
護
を
受
け

る
方
が
増
え
れ
ば
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
増

や
し
、
質
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
事
業
所
に
対
し
て

支
援
が
必
要
で
あ
る
が
、

本
市
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
適
切
な
人

材
の
確
保
、
ま
た
介
護
従

事
者
全
体
の
処
遇
改
善
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
な

ど
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

地
域
や
サ
ー
ビ
ス
の
実
態

に
即
し
た
報
酬
単
価
と
す

る
な
ど
、
介
護
報
酬
の
改

問 

市
立
病
院
は
、
自
治

体
病
院
と
し
て
幅
広
く
か

つ
安
全
・
安
心
な
医
療
提

供
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
医
療
従
事

者
の
確
保
が
非
常
に
困
難

な
状
況
で
あ
り
、
現
在
の

医
療
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
人
員
確
保
も
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
㉓
年
度
か

ら
続
い
た
経
常
収
支
の
黒

字
化
も
、
平
成
㉗
年
度
は

各
領
域
に
お
け
る
専
門
医

の
減
少
等
に
よ
り
入
院
患

者
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら

赤
字
と
な
り
、
平
成
㉘
年

度
も
赤
字
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
市
立
病
院
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
病
院
事
業
管
理
者
）

平
成
23
年
度
以
降
続
い
た

黒
字
経
営
か
ら
、
平
成
27

年
度
３
億
１
，
５
０
０
万

円
、
28
年
度
３
億
９
０
０

万
円
の
経
常
収
支
の
赤
字

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

農
林
水
産
振
興
に
お
け

る
女
性
活
躍
に
つ
い
て

米
村　

京
子
（
結
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

横
山　
　

明
（
会
派
新
生
）

市
立
病
院
の
経
営
状

況
を
問
う

参
画
の
推
進
を
掲
げ
て
お

り
、
今
後
も
女
性
の
視
点

を
活
か
し
た
農
業
経
営
を

促
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
、
女
性
関

係
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
や
女
性
経
営

者
、
女
性
就
農
者
等
と
の

意
見
交
換
会
の
開
催
、
農

業
経
営
へ
の
女
性
の
参
画

と
女
性
が
働
き
や
す
い
農

業
現
場
の
改
善
に
対
す
る

支
援
施
策
の
研
究
な
ど
、

引
き
続
き
、
農
林
水
産
業

の
現
場
に
お
い
て
女
性
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で

き
る
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

定
に
向
け
て
、
全
国
市
長

会
と
し
て
国
に
要
望
し
て

い
る
。

　

質
の
向
上
へ
の
本
市
の

取
り
組
み
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
包
括
的
、
継
続
的

な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

行
え
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
等
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
を
対
象
と
し
た
研
修

会
を
行
う
な
ど
、
資
質
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今後、経営の健全化へ向けて取り組む鳥取市立病院

一般質問（各個質問）
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問 

人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
な
ど
基
礎
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
広
域
連
携
を
通
じ
て

圏
域
全
体
の
行
政
レ
ベ
ル

の
向
上
、
あ
る
い
は
安

全
・
安
心
な
生
活
の
確
保

と
い
っ
た
目
的
の
達
成
の

た
め
に
広
域
連
携
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
将
来
に

向
け
て
広
域
連
携
の
あ
り

方
に
つ
い
て
市
長
の
所
見

を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
広
域
連
携

は
、
各
自
治
体
が
事
業
ご

と
に
連
携
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
を
戦
略
的
に
選
択

し
、
人
口
減
少
や
少
子
・

高
齢
化
な
ど
の
厳
し
い
環

境
の
中
で
、
多
様
化
、
増

大
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

へ
対
応
し
て
い
く
た
め
の

有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

広
域
連
携
の
実
施
に

問 

本
年
、
核
兵
器
の
開

発
、
実
験
か
ら
使
用
、
使

用
の
威
嚇
を
禁
止
す
る
核

兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ

れ
た
が
、
条
約
が
採
択
さ

れ
た
意
義
に
つ
い
て
、
市

長
の
認
識
を
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
被
爆
者
の
皆
さ

ん
が
、
核
兵
器
を
禁
止
し

廃
絶
す
る
条
約
を
結
ぶ
こ

と
を
訴
え
る
署
名
で
あ
る

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に

サ
イ
ン
し
た
市
長
の
思
い

に
つ
い
て
及
び
核
兵
器
禁

止
条
約
批
准
の
た
め
の
本

市
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
核
兵
器
禁

止
条
約
の
採
択
は
、
核
兵

器
の
全
面
廃
止
と
根
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な

が
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　

本
市
は
、
世
界
平
和
都

市
宣
言
、
非
核
平
和
都
市

宣
言
を
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
、
先
人
た
ち
の
取
り

房
安　
　

光
（
会
派
新
生
）

広
域
連
携
に
つ
い
て

岩
永　

安
子
（
共
産
党
）

核
兵
器
の
廃
絶
へ
向
け

た
本
市
の
取
組
み
は

は
、
社
会
経
済
情
勢
や
住

民
の
ニ
ー
ズ
等
を
的
確
に

と
ら
え
、
時
代
に
即
し
た

連
携
の
枠
組
み
や
施
策
を

決
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
各
自
の

広
域
連
携
の
枠
組
み
は
、

成
り
立
ち
や
目
的
が
異

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

歴
史
や
経
緯
を
尊
重
し
、

将
来
に
向
か
っ
て
、
さ
ら

な
る
住
民
生
活
の
向
上
や

圏
域
の
持
続
的
発
展
を
主

眼
と
し
て
今
後
も
関
係
自

治
体
と
し
っ
か
り
議
論
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

組
み
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。
今
後
も
世
界
の
全
て

の
人
が
核
兵
器
廃
絶
を
求

め
、
廃
絶
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
報
で
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
へ
と

い
う
特
集
記
事
を
掲
載

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
非

核
平
和
へ
の
思
い
を
深
め

て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
都

市
宣
言
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

鳥取市は非核平和都市
宣言をしている　　　

１市６町の首長で構成する麒麟のまち
創生戦略会議の様子　　　　　　　　

⓬
月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

⓬
月
５
日
㈫
開
会
・
提
案
説
明

⓬
月
６
日
㈬
議
案
調
査

⓬
月
７
日
㈭
一
般
質
問

⓬
月
８
日
㈮
一
般
質
問

⓬
月
⓫
日
㈪
委
員
会

⓬
月
⓬
日
㈫
委
員
会

⓬
月
⓭
日
㈬
一
般
質
問

⓬
月
⓮
日
㈭
一
般
質
問

⓬
月
⓯
日
㈮
一
般
質
問
・
委
員
会
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

⓬
月
⓲
日
㈪
委
員
会

⓬
月
⓳
日
㈫
委
員
会

⓬
月
⓴
日
㈬
委
員
会

⓬
月
㉑
日
㈭
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
・
閉
会

※
本
会
議
は
い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

傍
聴
の
ご
案
内

本
市
議
会
の
本
会
議
、
委
員
会
は
公
開
さ
れ
て

お
り
、
市
民
を
は
じ
め
す
べ
て
の
人
が
傍
聴
で

き
ま
す
。
傍
聴
は
市
議
会
活
動
に
触
れ
る
最
も

身
近
な
方
法
で
あ
り
、
市
議
会
議
員
の
活
動
や

市
政
の
方
針
な
ど
を
実
地
に
見
聞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
会
議
の
傍
聴
席
は
市
役
所
本
庁

舎
６
階
に
あ
り
、
一
般
傍
聴
席
45
席
、
車
イ
ス

ス
ペ
ー
ス
５
席
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
団

体
で
の
傍
聴
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
議
会

事
務
局
議
事
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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）

一般質問（各個質問）
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鳥取市議会 Talk Cafe（トーク カフェ）を開催しました！

議会報告 13：30〜14：00

議員との意見交換

　第１部では、60名の参加者に普段、議会と執行部が議論している場を感じていただこ
うと議場を使って、議会報告を行いました。下村佳弘議長のあいさつに始まり、吉野恭

介議会広報委員会委員長が、議場の壁
面にプロジェクターを投影し、参加者
の皆さんに大きな画面で見ていただき
ながら、報告を行いました。
　議会の動きや審議の流れなどの議会
の活動について動画を使いながら説明
しました。

　第２部では、２会場に分かれ、テーマごとにテーブルを囲んで意見交換を行いました。
各テーブルでは、参加者が、自身の意見を付箋紙に記入し、模造紙に貼っていくことで、
さまざまな意見を構図化していく形で議論を深めていきました。最後のまとめでは、各
テーブルの代表者が、意見交換の内容や提言したいことなどを発表しました。

【テーマ】

第1部

来場いただいた参加者の皆さん 議会報告を行う吉野委員長

14：00〜15：30第2部

20代学生／行政や大学以外の人と話せるのが良かった。大学生以外と
話せる機会がないのでまた実施して欲しい。

30代男性／大変すばらしい会だったが、市政に反映されるのか？
30代男性／普段は入れない議場に入ることができて良かった。
40代男性／真剣に取り組んでもらっている事を実感した。大変有意義

な取り組み。頑張って！
60代女性／議員と気さくに話せた。女性、若者の参加多く良かった。地域に出向いての報告会も

必要だが、聞きたい人、話したい人が集まるこの様な形式も良かった。
60代男性／議員が解説を入れていたが、意見交換にしては不十分だった。
70代以上男性／今回のトークカフェは初の試みで大変良いが、時間をかけもっと内容を掘り下げ

るべき。

参加者の皆さんからの感想

当日はたくさんのご意見をいただきました。

◦防災について
◦まちづくりについて
◦市民が求める公共交通政策について
◦市民が求める河川・道路・除雪について
◦観光資源の活用について
◦学校と地域の関わりについて
◦子育て支援について
◦健康寿命の延伸の取組みについて意見交換の様子

Talk  Cafe（トーク カフェ）　

　Talk		Cafe（トーク　カフェ）への参加、また多くのご意見をいただきありがとうございました。
　今後の鳥取市議会の活動、次回の議会報告会に活かしていきたいと思います。

　平成29年10月29日（日）、鳥取市議会第４回議会報告会・意見交換（Talk	Cafe）を開催しました。
当日は、参加者、議員合わせて約100名で第１部では議会報告、第２部では意見交換を行いまし
た。第２部では、最後に各テーブルで発表を行い、トーク	カフェ初開催に触れて、「議員とのコ
ミュニケーション」の大切さについての意見が出るなど、たくさん意見が発表され、大盛況のう
ちに終了の時間を迎えました。

　意見交換の中で出された意見をまとめたもの、アンケートの集計結果、執行機関への情報提供
等に対する回答については、後日、鳥取市議会ホームページに掲載します。
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鳥取市議会 Talk Cafe（トーク カフェ）を開催しました！

議会報告 13：30〜14：00

議員との意見交換

　第１部では、60名の参加者に普段、議会と執行部が議論している場を感じていただこ
うと議場を使って、議会報告を行いました。下村佳弘議長のあいさつに始まり、吉野恭

介議会広報委員会委員長が、議場の壁
面にプロジェクターを投影し、参加者
の皆さんに大きな画面で見ていただき
ながら、報告を行いました。
　議会の動きや審議の流れなどの議会
の活動について動画を使いながら説明
しました。

　第２部では、２会場に分かれ、テーマごとにテーブルを囲んで意見交換を行いました。
各テーブルでは、参加者が、自身の意見を付箋紙に記入し、模造紙に貼っていくことで、
さまざまな意見を構図化していく形で議論を深めていきました。最後のまとめでは、各
テーブルの代表者が、意見交換の内容や提言したいことなどを発表しました。

【テーマ】

第1部

来場いただいた参加者の皆さん 議会報告を行う吉野委員長

14：00〜15：30第2部

20代学生／行政や大学以外の人と話せるのが良かった。大学生以外と
話せる機会がないのでまた実施して欲しい。

30代男性／大変すばらしい会だったが、市政に反映されるのか？
30代男性／普段は入れない議場に入ることができて良かった。
40代男性／真剣に取り組んでもらっている事を実感した。大変有意義

な取り組み。頑張って！
60代女性／議員と気さくに話せた。女性、若者の参加多く良かった。地域に出向いての報告会も

必要だが、聞きたい人、話したい人が集まるこの様な形式も良かった。
60代男性／議員が解説を入れていたが、意見交換にしては不十分だった。
70代以上男性／今回のトークカフェは初の試みで大変良いが、時間をかけもっと内容を掘り下げ

るべき。

参加者の皆さんからの感想

当日はたくさんのご意見をいただきました。

◦防災について
◦まちづくりについて
◦市民が求める公共交通政策について
◦市民が求める河川・道路・除雪について
◦観光資源の活用について
◦学校と地域の関わりについて
◦子育て支援について
◦健康寿命の延伸の取組みについて意見交換の様子

Talk  Cafe（トーク カフェ）　

　Talk		Cafe（トーク　カフェ）への参加、また多くのご意見をいただきありがとうございました。
　今後の鳥取市議会の活動、次回の議会報告会に活かしていきたいと思います。

　平成29年10月29日（日）、鳥取市議会第４回議会報告会・意見交換（Talk	Cafe）を開催しました。
当日は、参加者、議員合わせて約100名で第１部では議会報告、第２部では意見交換を行いまし
た。第２部では、最後に各テーブルで発表を行い、トーク	カフェ初開催に触れて、「議員とのコ
ミュニケーション」の大切さについての意見が出るなど、たくさん意見が発表され、大盛況のう
ちに終了の時間を迎えました。

　意見交換の中で出された意見をまとめたもの、アンケートの集計結果、執行機関への情報提供
等に対する回答については、後日、鳥取市議会ホームページに掲載します。
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平成29年９月定例会の審議結果

◆賛否のわかれたもの（各議員の賛否状況は下のとおりです）

◆各議員の賛否状況一覧

平成29年９月定例会の審議結果（会期：平成29年９月４日～10月３日）

議案番号 案　　　　　件　　　　　名 議決結果

市長提出議案

議案122号 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第2号） 原案可決

議案130号 平成28年度鳥取市歳入歳出各会計決算認定について 認　定

議案131号 平成28年度鳥取市水道事業決算認定について 認　定

議案133号 平成28年度鳥取市下水道等事業決算認定について 認　定

議案139号 鳥取市水道事業給水条例の一部改正について 原案可決

議案143号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案144号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案145号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案146号 工事請負契約の変更について 原案可決

議案147号 工事請負契約の締結について 原案可決

議員提出議案

議案第8号 「森林環境税」（仮称）の創設に関する意見書の提出について 原案可決

議案番号

賛否状況
会派新生 公明党 結 共産党 市民

フォーラム 無所属

雲
坂　
　

衛

吉
野　

恭
介

星
見　

健
蔵

魚
﨑　
　

勇

横
山　
　

明

西
村
紳
一
郎

岡
田　

信
俊

寺
坂　

寛
夫

砂
田　

典
男

山
田　

延
孝

金
谷　

洋
治

下
村　

佳
弘

房
安　
　

光

上
杉　

栄
一

前
田　

伸
一

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

桑
田　

達
也

田
村　

繁
已

勝
田　

鮮
二

米
村　

京
子

橋
尾　

泰
博

上
田　

孝
春

岩
永　

安
子

伊
藤　

幾
子

角
谷　

敏
男

秋
山　

智
博

長
坂　

則
翁

足
立　

考
史

太
田　
　

緣

椋
田　

昇
一

吉
田　

博
幸

市長提出議案

議案122号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × 〇

議案130号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案131号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 ○ 〇 〇

議案133号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 ○ 〇 〇

議案139号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇× × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案143号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案144号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案145号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案146号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案147号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

議員提出議案

議案第8号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議
長〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

賛成…〇　反対…×
※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。
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平成29年９月定例会の審議結果

◆全会一致で可決、認定、同意したもの

議案番号 案　　　　　件　　　　　名

市長提出議案

123 平成29年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第1号）

124 平成29年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第1号）

125 平成29年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第1号）

126 平成29年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第1号）

127 平成29年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第1号）

128 平成29年度鳥取市水道事業会計補正予算（第1号）

129 平成29年度鳥取市病院事業会計補正予算（第1号）

132 平成28年度鳥取市工業用水道事業決算認定について

134 平成28年度鳥取市病院事業決算認定について

135 鳥取市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

136 鳥取市特別用途地区建築条例の一部改正について

137 鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例等の一部改正について

138 鳥取市公民館条例の一部改正について

140 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について

141 財産の取得について

142 財産の取得について

148 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第3号）

149 鳥取市教育委員会委員の任命について

150 鳥取市公平委員会委員の選任について

151 鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任について

152 鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任について

153 人権擁護委員候補者の推薦について

154 平成29年度鳥取市一般会計補正予算（第4号）

議員提出議案

7 決算審査特別委員会の設置について

9 「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の規定に基づく補助率等のかさ上げ措置の継続を求める意見
書の提出について

10 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書の提出について

－陳情審査結果－

不採択となったもの

国民健康保険都道府県単位化に係る意見書提出を求める陳情（平成29年陳情第７号）

（理由）今回の国民健康保険の制度改革は、国民負担を平準化し、かつ持続可能な制度としていくことが大きな目的であり、保険料
引き下げのために法定外の一般会計繰入を容認することは、市町村間の格差を助長することになりかねず、保険制度の公平性を損な
う恐れがあるため。



とっとり市議会だより 平成29年９月定例会号 16とっとり市議会だより No.179 16

〒
680−

8571　
鳥

取
市

尚
徳

町
116番

地
　

☎（
0857）20−

3343　
FA

X
 20−

3049
発

行
日

／
平

成
29年（

2017年
）12月

１
日

　
編

集
発

行
／

鳥
取

市
議

会

　
広
報
委
員
会
の
大
き
な
任
務
と
し
て
、

議
会
報
告
会
の
開
催
が
あ
り
ま
す
。
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
の
た
め
に

ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
て
、
今
回

の
議
会
報
告
会
と
意
見
交
換
会
と
い
う

ス
タ
イ
ル
を
企
画
し
ま
し
た
。
60
名
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

議
員
と
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
し
や
す
い
企
画
を
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。   

（
委
員
　
岩
永
　
安
子
）

編集後記 さ

なります!!

作品
表紙
ん
の

に

が皆
　
と
っ
と
り
市
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
を
か
ざ

る
写
真
・
絵
手
紙
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
せ

ん
。
ジ
ャ
ン
ル
も
問
い
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ま
か
ら
の
活
気
あ
ふ
れ
る
作
品
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
次
回
号
は
、
来
年
３
月
１
日
発
刊
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
調
査
係

（
電
話
０
８
５
７
－
２
０
－
３
３
４
３
）
ま
で
。

鳥取市議会  作品募集

◆ネットで検索！

 ◆簡単アクセス！

議
場
を

公
開
し
て
い
ま
す

　
平
成
29
年
10
月
20
日
、
国
府
地
域
の

高
齢
者
の
生
涯
学
習
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
万
葉
学
校
の
活
動
の
一
環
と
し
て

学
級
生
の
方
々
27
名
が
議
場
見
学
に
来

ら
れ
ま
し
た
。

　
事
務
局
よ
り
、
議
場
で
会
議
を
行
っ

て
い
る
様
子
や
議
会
の
仕
組
み
や
取
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

熱
心
に
聞
か
れ
、「
一
般
質
問
で
は
ど

ん
な
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
多
い
の
か
」

と
い
っ
た
質
問
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
議
場
を
訪
れ
た
方
も
多
く
、

直
接
、
議
場
を
見
る
こ
と
で
、
議
会
が

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

10月20日
万葉学校
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鳥
取
市
と
大
韓
民
国
清
州
市
は
、

１
９
９
０
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
以
降
、
市
民
交
流
を
中
心

に
幅
広
い
分
野
で
交
流
を
続
け
て

い
ま
す
。
10
月
10
日
か
ら
13
日
に

か
け
て
、
金
谷
副
議
長
を
団
長
に

８
名
の
鳥
取
市
議
会
議
員
が
清
州

市
を
訪
れ
、
清
州
市
議
会
議
長
及

び
副
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
議
長
を
表
敬
訪
問
し
た
際
に
は

清
州
市
発
展
の
取
り
組
み
や
、
議

会
の
様
子
、
ま
た
清
州
市
・
鳥
取

市
の
将
来
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

す
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
歓
迎
会

で
は
清
州
市
議
会
議
員
と
親
睦
を

深
め
る
な
ど
、
両
市
の
友
好
の
絆

を
再
確
認
す
る
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
29
年
10
月
26
日
（
木
）、

第
１
４
１
回
中
国
市
議
会
議
長
会

臨
時
総
会
が
、
22
市
議
会
の
正
副

議
長
や
事
務
局
長
が
出
席
し
、
本

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
金
谷
副
議
長
の
開
会

の
こ
と
ば
に
続
き
、
会
長
で
あ
る

下
村
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
深
澤
鳥
取
市

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
中
国
５
県

か
ら
提
出
さ
れ
た
10
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国

市
議
会
議
長
会
へ
提
出
す
る
議
案

２
件
、
予
備
議
案
１
件
を
決
定
し

ま
し
た
。

姉
妹
都
市
と
の
交
流

（
大
韓
民
国
・
清チ

ョ
ン
ジ
ュ州

市
）

中
国
市
議
会
議
長
会

臨
時
総
会

熱心に説明を聞く学級生の皆さん

清州市で行われたイベントを視察

開会のあいさつをする下村議長


